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第 4 回ヨーロッパ医薬史蹟を訪ねる旅 報告記

本年は第32回国際薬史会議がパリに於いて

9 月 25 日より開催されたので、本学会主催の標

記ツアーの参加者 9 名は添乗員の深沢教氏と

共に 9 月 28 日 (木〉成田を発ち同日夜パリに

到着した。ホテルで‘国際学会出席のため先行

した 3 名と合流して、 29日はノ哩リ市内での自

由行動による時差調節の後、 ツ アーの主白的

地をわが国近代化の推進力となった蘭学の情

報発信地であるオラ ンダとくにシーボルトゆ

かりのライデン大学を訪れることとした。パ

リの学会を終えての週末をベルギーで過ごす

プランで30 日に空路ブ リュセルに飛んだ。翌

10月 1 日にパスでブルー ジ ュを訪れた。 10月

2 目、 パスでライデンに移動 したが、特に国

境を越えるという意識も持たずに高速道路を

走って昼食の休憩所がオランダなので両替を

したと いうだけの こ とであった。 10月 5 日ま

でライデンに滞在したが Beukers 教授や薬剤

師の Dr. A. Bierman, Dr. Gelderの諸氏に大層

お世話になり 、 10月 6 日午後一同元気で帰国

した。以下に参加者の印象記を掲載する 。

パリの印象

片桐あかね

この旅行で一番印象に残った所はパリでは

ありませんが、 旅行に出る前に一番思い入れ

が強かった所は間違いなくパリです。それは

パリを訪れるのが初めてであり、しかも一日

だけの滞在だったからでしょ う。 第32回国際

薬史学会に合わせた旅行日程であるにもかか

わらず、 2 日目のパリの一日は観光をして過

ごすことに最初から決めていました。 3 日目

以降のベルギーやオラ ンダ、は父にお任せで、

私の頭の中はパリでどこに行 く かとか仏語が

どのくらい通じるだろうか等で一杯でした。

行ってみたい所や見てみたい物はたくさんあ

りましたが、 父との二人行動なので、これだ

けはするということを決めておきま した。 そ

れは①メト ロに乗る、②シャンゼリゼを閥歩

する、③シテ島、サン ・ ルイ島へ行く でした。

①については出発前に爆破事件があ り 、 父は

避けたがっていましたが、乗ってしまえば

とっても便利なものでした。 駅構内のあち こ

ちに大相撲パリ公演のポスタ ーが貼られてい

たのが自につきました。②については一度ジ

プシーの子供達が近寄って きましたが、こち

らの顔色を窺っている感じで全く問題ありま

せんでした。 警備が厳しく なっていたことが

こういう点では良かったようです。③に関し

て 、 シテ島ではサント ・ シ ャベルに行こうと

決めていました。 隣の裁判所に迷い込んでし

まったためにシャベノレに入ったのは閉館間近

となってし ま い ま したが、 傾きかけた夕日 が

射し込む案外良い時間だったようです。上部

の礼拝堂はステン ド グラスで作られた鳥かご

で、幻想の世界にしばしの間ひたっていまし

た。これを書くにあたって改めて振 り返って

見ると、様々なことが思い出され、 かなり充

実した一日だったのだと感じ ま した。

翌日空港で、あとはベルギ一行きの飛行機

に乗り込むだけという時、空港の レス トラ ン

の調査に答えてもらえないかと声をかけられ

ま した。パリで調査をされる側になったこと

は、 普段調査をする側である私にとって大変

印象深いことでした。

Brussels を訪ねて

藍沢早智子

出発前、恥ずかしながら Brussels について

知っていたことといえばEC本部があり、第

l 回の ICHが開催された都市と いう ことく

らいでした。

パリを発って Brussels vこ着いたのは10月 l

日の昼すぎ。日本から音楽の勉強に来ている
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という若い女性のコザイドさんが待っていてく

れました。 Brussels 滞在は半日の予定です。

昼食は機内で済ませていたので、すぐに市内観

光に出発です。

まず、アトミウムに向かし 、ました。 1958年

の万国博覧会のために作られたモニュメント

だそうで、鉄の分子模型を1650億倍に拡大し

たという巨大な銀色の 9 個のボールからなり、

その中は現在科学博物館として使用されてお

り、高さ 120メートルの展望台からの眺めも

楽しめました。パスの中からはEC本部の建

物が見え、そのすぐ側にはEU本部の建物が

ありました。 EC本部の方は今は使われてお

らず、別の目的に使われることに決まったと

の説明がありました。次にバスを降りたのは

最高裁判所の前です。 19世紀末のグレコロマ

ン風建築とのこと。次ぎは王立古典美術館で

す。古典様式の宮殿だというどでかい建物に

14世紀から 19世紀までのフラマン画派の絵画

が中心に収められているとか。ブリューゲル、

ノレ一ペンス、ファンアイク等々威厳ある大作

にすっかり圧倒され、 19世紀絵画の部屋に

スーラやゴーギャンの絵を見つけたときには

正直なところホッとしました。つぎはかの有

名な小便小僧です。彼は思っていたよりはる

かに小柄でした。グランプラスはすぐ近くで

した。 110m X 70mの広場で 15世紀に建てら

れた市庁舎、 16世紀に建てられた王の家、 17

世紀に現在の石造りに再建されたというギル

トV、ウスなどに固まれています。今ではすっ

かり石の表面が黒ずんで曇り空の下ちょっと

陰気でしたが、その昔すばらしいその威容を

誇っていたことは容易に想像されました。宿

泊はアストリアホテルです。歴史あるクラ

シックなホテルとのこと。エレベータはドア

を手で開けるアンチークもの。 また朝食はコ

ンチネンタルスタイルをしっかり守っていま

した。夕食はグランプラスの裏通りへムール

貝を食べに行きました。狭い通りいっぱいに

椅子やテーブルが並び、軒下に備えつけられ

た暖房器がテープ‘ルの人身を暖めていました。

バケツのような大きな器にはいったムール貝

を食べている人人人。そしてここは南国かと

錯覚しそうな陽気で調子し、いボーイさん。つ

いついワインもすすみました。次の朝パスの

出発まで少々時聞がありました。しめた!地

下鉄に乗りに行こうと思いました。ホテルか

ら一番近い Park 駅へ降りてゆきました。う

す暗い広いホームには人がまったくいません。

勿論駅員さんの撃きもありませんでした。あの

時の緊張感は今も忘れられません。あの 1 時

間ほどの地下鉄の旅は私は忘れえぬ Brussels

の思い出です。

ブルージュの印象

奥井登美子

ネーデルランドと呼ばれている地域は、現

在のオランダ、ベルギ一、ルクセンブルグを

併せた地域である。北中部はゲ、ノレマン系・の人

種が多く、南部はフランス人と同じケルト系

が多く、カソリックが優勢である。中部でゲ

ルマン系でカソリックとし、う地域が、今のベ

ルギ一国である。

ブ‘ルージュは15世紀 0477年~1555年)の

頃、ヨーロッパの中でロンドンにつぐといわ

れた位、この地方きつての繁栄都市(人口は

20万人〉であった。毛織物を中心にして、す

べての産物の集散地として栄えたこの都市の

衰退は、北海に注ぐ水路に泥が堆積して浅く

なり、大きな商船が出入り出来なくなったた

めといわれている。おかげで私たちは、中世

の建物、中世の水路、中世の町がそのまま缶

詰になって残ったような美しい街をたんのう

することが出来た。

10月 l 目、日曜日のせいか観光客で、賑わっ

ていた。石の建物と、水路、そして少し紅葉

した木の葉の、落ちついたハーモニーは、ど

こを切り取っても絵になる風情であった。水

の都でこれほど美しい場所をほかに知らない。

メムリンク美術館 聖ヨハネ病院の一隅に
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ある。メムリンクの作品が集めてある。キリ

スト教関係の絵であるが、中には真中にイエ

スキリストが画かれ、横にその家の代4 の家

族の顔があるといった、何世代かの家族たち

がキリストと同じ一枚の絵の中に再現されて

いる神秘的な絵が多かった。またここには17

世紀の薬局がそのま ま展示されていた。

ゲルーニンゲ美術館 ファンアイク 、 メム

リンク、ボッシュ、ブリューゲ、ルなどこの国

で活躍した画家の絵が小さな美術館の中にた

くさん展示されていた。ファンアイクの細密

画のよう な絵は、ヨーロ ッパ中からこの絵だ

けのファ ンがし、て押しかけるそうである。

マルクト広場で地ビール と 、 ビールで牛肉

を煮たカルボナードと 、 鳥肉の水煮ウォー

ターゾイを食べた。ベルギーの名物はビール、

牛肉、レース、絵画修復と本の装丁だとか、

若い頃一時絵画の修復業を志したことがある

私としてはこのような美しい水都で絵画の修

復でもやっていられたら最高の幸せだと思う 。

宿の名はホテルメディチ。お隣りが小中高

校で、またこれが夢の様な落ちついた塔のあ

るレンガの建物、安野光雅の画く世界。でも

現実に子どもたちが通っているので不思議で

あった。

世界には、このような美しい水都が残って

いる。そう考えただけでうれしくなってしま

うような場所であった。

デン・ハーゲのオランダ薬剤師会会館

を訪ねて

大橋清信

10月 3 日は、 1574年ライデン市民が英雄的

抵抗によ りスベイ ン軍を撃退した勝利の記念

日であり、街を挙げてお祭騒ぎの混雑が予想

された。数日前のパリの国際薬史学会で末広

.山川・ 岩井の諸先生とご一緒で顔見知りの、

ロ ッ テ ルダ、ムでの開局薬剤師でもあるア ン

ネ ッ ト・ビーアマ ン女史を、この日朝 9 時過

ぎにライデンの宿舎に迎え、女史の案内でパ

スは一路南西19キロのデン ・ハー グに向かっ

た。ハーグの官庁街に入札ナポ レオ ンから

の解放を記念するその名も 1813年広場を過ぎ

てアレキサンダー街に面する、オランダ王国

薬剤師会、すなわち Koniklijke Nederlandse 

Maatschappij ter bevordering der Pharmacｭ

ie (KNMP) に到着した。

会館は堂々たる三階建て二棟から成り、早

速応接ホールに案内され、専務理事格のド・

ブレイ一氏、ワ ッセナ一、ブーマスなど幹部

諸氏と挨拶を交わし、茶菓の接待のもと、

KNMPのシンボルや展示品を話題に、ビーア

マン女史の斡旋もあり、たいへんうち解けた

雰囲気であった。次いで案内された館内の試

験室は実験台が 6 面もあり、製剤の品質保持

に大きい役割を果たしているとのこと、また

図書館では書棚に清水藤太郎先生の『日本薬

学史』も見え、わが国の江戸時代に野呂元丈

の『阿蘭陀本草和解』の原典であるド ドネウ

スの『草木誌~ Gruydt Boeck 1608年版の扉

をコピー して頂くなど、蔵書の量質ともに史

料価値の高 さのほど、が偲ばれた。

1992年の創立150年を迎えた折 りのKNM

P週報記念号その他資料を頂いた。その記念

号には トロ ンプ会長が述べておられる次のよ

うな一節がある。

By satisfying the expectations of the 

client , we will be able not just to publicize 

our profession of pharmacy, but also to 

advance it. 

Pharmacy is a science. Practising the 

profession has many sides. The facet 

dealing with providing service is concerned 

with society. This is what we want to show 

in this anniversary issue. It is the peovision 

of service which the Dutch pharmacist will 

be focusing on in the future. 

昼食の供応を受けたのち会館を辞した次第

だが、午後もビーアマ ン女史およびKNMP

の幹部の方々の案内と好意に委ねた一日で

あった。
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カタリナ病院博物館(ゴーダ市立)

内藤記念くすり鱒物館岩井鉱治郎

中世の病院を利用した博物館で、外から見

ると壁が傾いているように見えたが、中に入

ると立派に修復されている。この病院は1302

年に創設され、現在の建物の後部は14世紀の

ものとの事である。

博物館は21の展示室に分けられていて、第

l 室が病院薬局、第16室が外科医の部屋とし

て復元されている。

入口を入ると広い部屋があって、それに続

いて古い様式の数値の小部屋を通り抜けた先

に大きい病室がある。その左手奥の小さな入

り口から入ると病院薬局がある。

この薬局は1665年この病院の大改装のとき

に作られ、利用されてきた。入口と同じ幅で

4 、 5 メートル程の廊下が真っ直ぐに壁に突

き当たっている。入口から見ると右手にカウ

ンターがあって、その内側が 5 、 6 メート ル

程の奥行きがある板の間になっていて、壁に

はアーチ状に薬品棚が天井近くまで作られ、

いろいろな種類の美しい薬瓶が並べられてい

る。正面奥の棚の上にアスクレピオスの金色

の木像がたてられている。棚から 1 メートル

程はなれて、棚に沿う形で調剤台が作られ、

調剤台には定量測定装置やメス シリンダ一 、

試験管、コルク栓圧縮器などと古い薬局方な

どが今なお使われているかのように置かれて

いる 。 アーチ形の調剤台の聞には大きな乳鉢、

乳穆が二つ用意されている 。 この展示は18世

紀後半を再現したものである。

大きな病室の横から 2 階に上がり 、突き当

たりの第 16室が外科医の部屋、真中に木の

テーブノレがあり、その周りに椅子が 8 脚並べ

られている。 いずれも復製とのことである。

ここには、多くの資料が並べてあるわけで

はないが、頑丈な椅子や机を見ると外科医ら

の奮闘が感じられる。

たまたま、地下の第14室におりていったら、

水風呂や精神病患者を拘束する椅子などが

あって展示用に整理していた。ここは、 1939

年から博物館として利用されていて、なお増

設しているところなのであろう。

コーリンへムのへルダー薬局を訪ねて

宮本法子

10月 3 日 の午後、ゴーダ市近郊のコ ーリン

へムのへルダー薬局の二階は活気にあふれで

いた。オランダ薬史学会会員のへルダ一氏は、

総勢13名の私たちを前に個人コレクションを

ご彼露してくれていた。

デルフト焼や中国製などの薬ビンやシロッ

プ入れをはじめとして、かつてインディアン

が使用したと言われる「ドドニウスの薬草

本J などの貴重書を丁寧に熱心に説明して下

さり、私たちはすべてを直接手にとって見る
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ことができた。

突然訪れた私たちを心から歓待して下さり、

オランダの伝統的な家庭料理を用意して下

さった。

ヘルダーご夫妻とも汗まみれになっての歓

待ぶりに私たちは感動した。ただ、歴史的な

コレクションを見ることで時聞が過ぎ、一階

の薬局を素通りしてしまったことが最後まで

心残りであった。

帰国後、 オランダの薬局や薬剤師のことに

興味を持ち始めた。ライデン、アムステノレダ、

ムで薬局をあまりみかけなかったからである 。

実際に薬局は少ないのだろうか。

確かにオランダは歴史的に薬局、薬剤師の

数が少なく、今も意図的に薬剤師の数を制限

しているという(年間100名程度)

オランダの医療制度はホームドクター制が

中核となっており、オラ ンダの住民すべては

近所のホームドクターに属している。医師は

簡単には薬を処方せず、薬剤師は医師の処方

なしに薬を売買できず、薬局は単純な薬品の

みを扱い、オランダ人は不必要に薬を使用し

ないということである。

なお、人口密度の低い地域には薬剤師のほ

かに dispensing physician と いわれる調剤の

できる医師がおり、さらに地域薬局には薬剤

師をはじめとして三階層の薬局従事者が存在

する。

最近、 少しづっ分かってきて、ますます興

味が湧いてきた。オランダ、は 1993年に世界に

先がけて 「安楽死法案J を可決した国である。

今後このような医療観の中で薬剤師がどのよ

うに活動しているのか、じっくりと調べた上

でもう一度へルダーご夫妻の薬局を訪れたい

と思う。

ライデンの印象

山田恵美子

ライデンに到着した日は、町を挙げてのお

祭り 0574年スベイ ン より解放された日を記

念 L ての前夜祭)の準備でごったがえしてい

た。大学を訪ねてみたものの休日で門は閉鎖

されて入れず、その日は付近にある有名な

シーボルトの住んでいたことのある住居跡を

訪ねた，

一行が町のレストランで夕食をすませ、帰

る頃には前夜祭の出し物をみるための人々で

沿道は埋め尽くされていた。

翌10月 3 日は王立オランダ薬局協会か ら

ハーグを通り Gorinchem の薬局を案内され

る。 古い薬査のコレク ションをみせてもらう 。

この APOTHEX のオーナー Gelder さんご夫

妻の歓迎をうけた。殊に奥さん手作りの郷土

料理の御馳走で心暖まる一時を過ごしたこと

は想い出深い。

10月 4 日はライデ ン大学訪問。 BEUKERS

教授から大学設立1575年以来の概要について

説明をうける。 その後標本室へ案内される。

人開発生から胎児、新生児、奇形、 シャム

双生児等数多いコレクションがあった。中に

は未開の地より手にいれたのか数珠様の飾り

を手足に巻かれた標本も見受けられた。

生理学では、日常診療に使用される心電計

の原形が保存されており Einthoven はライデ

ン大学の教授であったことの記憶を新たにし

Tこ。

校内には医学・解剖学に次いで植物学も重

要視され大積物園があり、中にはリンネの胸

像や日本より種を持ち帰ったシーボルトの胸

像がある 。 これら学者の功績が偲ばれた。丁

度帰りがけに卒業試験合格者の発表が行われ

たのか、両親やら祖母と思われる人、先輩ら

しき人々から花束を貰い祝福されている若い

男女の微笑ましき光景がみられた。

最後に印象に残るのは解剖台を中心に措り

鉢状に作られた階段のある解剖学教室の復元

である。腕分けする医学者、それを見詰める

人身の真剣な眼差しに菅の附分けの光景が思

わず初徐と蘇った思いであった。

BEUKERS先生はここでお別れの挨拶をさ

n
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れを主々一人一人に控室手され帰られた。

その後私共は日本語学部を最後に Sylvius

はじめ世界的に有名な学者を生んだ古き伝統

あるライデン大学を後にした。

最後にライデン大学に関して片桐一男先生

にお世話になったことを感謝します。

ライデン今昔

片桐一男

オランダのライデンには、 1981年から翌年

にかけて 1 ヶ年、青山学院大学在外研究で滞

在したから、はや13年も以前のことになる。

「今回のツア ーで、変わった処、変わらな

い処を」というリクエストに答えて。

1.ベルギーのブルックからパスでライデン

へ。国境を確かめたかったが、今回も、も

う一歩はっきり認識することができなかっ

た。(これは、こちらが変わっていない証

拠)。

2. ライデン駅が新しく建築中で、断然、明

る くなった。のんびりした工事振りは、 い

かにもオランダらしく、釆来永劫に不変と

みた。

3. 10月 3 日の祭りの賑わいは変わりない。

売っている食べ物、飲み物、ユネーパ一、

ソフト アイス変わりない。

4. ラーベンブルフの運河は、断然、キタナ

くなってしまった。私が一時滞在したイン

ターナショナルハウスの外観変わりなし

なつかしかった。向かし、のシーボルトが日

本から持ち帰った品を初めて展示してみせ

たゆかりの建物は変わりないものの、日本

語の説明が新しくついていた。 新しくつい

た点としては、他の建物にも下手な日本文

字の落書きが多く販についた。ライデンに

いる日本人でない外人さんの筆跡であるこ

とだけは明記しておかなければならない。

5. 新しいアート感覚の建造物が増えた。街

なみそのものは変わりない。 市庁舎、協会、

市場、 なつかしい商店、 スーパ-VD も 。

6. シーボルト、ブロムホフ、フィッセルコ

レクションを誇るライデン民族博物館、外

観は変わりないたたずま いをみせている も

のの、日本関係の展示がガラヅと変わって

いた。シーボルトが江戸参府で使用した駕

箆を皆さんに見ていただき、説明を加えた

かったのであるが、見えなかったのは残念。

(国立教育会館の教養講座シリ ーズ58<

シ ー ボルト>にゆずり たし 、)

7. 前回は、ハーグの古文書館やライデン民

族博物館で調査、 VOC史跡調査などが主

であったため、今回、ボイケルス教授に医

史学関係施設を組織的に説明 ・ 案内してい

ただけたことは、蘭学史研究上有意義で

あった。

8. 日本学センターは変わりなしなかの教

授陣も、古い人、新しい人、 10年としての

変わりょうであろう。

9. アウデ・ライデ、 ンで、伝統的なパンネ

クッケンを試食いただし、たこ とは、変わり

なく満足であったが、本来のライスターフ

ルを試食していただく 機会のなかったこと

は心残りであ っ た。

10. 全く忘れて、一言も出ないのではなし、か

とおそれていたオランダ、語、思いのほか、

ただちに思 い出 せた (といっ ても、ナ

チュールルックにはほど遠い)。言葉とは、

その地に入り込むということが、いかに大

事か、痛感した次第。

1 1. ホルトス ボタニクスでは、シーボルト

像のまわりが、日本風のような庭園に模様

がえされていた。良し、とみるか、否、と

みるか、ひとによって受けとめ方がちがう

だろう。その昔、米沢からの蘭学者からも

らい受けて帰ったシーボル トが植えた植物、

特に私の気にしていたツリガネ草が元気で

あったのをみて、ひと安心。

会員外の多加者を暖か く 受け入れて くだ

さった、同行参加者の皆様に感謝いたしてお

ります。またオランダへ行きたい。
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オランダの薬学と薬学教育・研究

山川浩司

第 4 回ヨーロヅパ医薬史績の旅で、昨年の

10月 2 日 、 デン ・ ハーグ市のオランダ薬学会

(The Royal Datch Association) を訪問 し

て、懇談した際に頂いた資料をもとにオラ ン

ダ、の薬学について記したL 、。

オランダ薬学会(薬剤師会)は1842年に創

立されている。日本薬学会の創立は1880年で

日本より 38年早い、日本薬剤師会の創立は18

93年である。 1992年には創立 150年を記念し

てヨーロッパ薬学会議をオランダで開催して

いる。

オランダの薬剤師は総勢約 3 千名で、保健

薬局薬剤師 0 ， 800名)、病院薬剤師 (500名〕、

製薬・卸企業薬剤師 (300名)、その他と なっ

ている。薬剤師の70%は男性である。約8 ， 70

0 名の女性のみの調剤助手(Dispenser's 

Assistant) が l 薬局に平均 5 名勤務してい

る。高校卒業後 3 年の専門職教育を受けて調

剤助手となる。

オランダの薬学教育 ・研究大学は 4 大学で、

この内、薬剤師養成を目的とするもの 2 大学、

研究者養成を目的とするもの 2 大学である。

ユトレヒト大学薬学部 (入学定員200名〉

とフロー ニ ンゲン大学薬学部(入学定員 130

名)の 2 大学が薬剤師養成を目的として、 6

年制教育を行っている。

前半 4 年の基礎教育カリキュラムは次の通り

である 。

数学、物理学、化学(物理化学、 分析化学、

無機化学、有機化学)、生物学(細胞生物

学)、微生物学(微生物化学)、生理学(病

態生理学)、臨床化学、医薬化学、薬化学、

製薬化学、製薬技術、調剤学、薬局方、薬

物速度論、薬物動態学、薬理学(毒性学〕、

薬物治療学、など

後半 2 年の職能教育カリキュラムは次のとお

りである。

分析化学、薬局方、品質管理学(合成と天

然、4'm医薬品の理論と実際、 GMP ) 、薬物

治療学、医薬品化学(合成実験と管理〉、調

剤学、など

さらに 6 か月の薬学実務実習(保健薬局と

病俣薬局〉

この薬学実務実習を修得後に試験を受け、

合格すると薬剤師資格が取得できる。

日本の薬学教育と比較して基礎教育は大差

がないが、しかし職能教育はより実務的で、

日本では実施していない 6 か月の薬学実務実

習(保健薬局と病院薬局)が行われている。

毎年330名程度の少数精鋭の薬剤師が養成さ

れているので、薬剤師の社会的な地位と評価

は高いことが理解できる。

この他に、ライデン大学とアムステルダム

大学に薬学研究者、 技術者を養成する目的の

大学院大学がある。以前には薬剤師の養成を

目的としていたが、十数年以前から薬剤師養

成教育から研究者養成大学に転換した。その

ためこの大学卒業者には薬剤師資格は与えら

れない。ほぼ全員が企業か研究機関に就職す

る。 1990年からこの 2 大学は医薬品研究のた

めの相互交流の大学組織になっている。

ライデン/アムステルダム医薬品研究セン

ターの大学研究本部はライデン大学にあり、

ライデン大学医学部とライデン大学病院もこ

の組織に含まれる。

ライデン大学の医薬化学センター

シノレビウス研究所には臨床薬理学、毒性学、

バイオ医薬品、薬理学研究部門がある。ゴル

レアス研究所には医薬化学、製薬技術、分析

化学、生薬学の研究部門がある。

アムステルダム大学の医薬化学部

医薬化学、分子薬理学、分子毒性学の研究

部門がある。

この 2 大学にはオランダ圏内の学生ばかり

でなく 、海外からの学生および大学院学生の

他、 多くの海外から博士研究員が留学して研

究に励んでいる。日本からも多くの博士研究

員が留学しているが、 1994年には東京理科大

。
。



学薬学部の海保房夫博土(本会会員)がライ | りを識ることが出来た。彼が蒐集した日本の

デン大学に留学している。 I 浮世絵とそれを模写した作品もまた興味深

パスの窓から・

奥井登美子

オランダが今、世界的にリードしているの

が「地球混暖化対策」である。オランダの国

は41， ooorrlでその 4 分の l が海面下である。

温暖化で海面が上昇するとオランダ全体が水

没してしまう。 1989年、政府は世界で最も先

進的な「国家環境計画 (N E P P )J を発表、

国民もそれを支持した。その年、オランダの

ノイトベイクの町に先進国が集まって 「大気

汚染と気候変動に関する閣僚会議」が聞かれ

「ノイトベイク J 宣言として2000年までの二

酸化炭素の削減案が作成された。オラ ンダは

国際的にも温暖化対策のリード役を果たして

いる。

チューリップの球根づくりなど園芸が最も

大きな産物のオランダの農家で雨水利用など

省エネルギ一対策がとられている(パスの中

でチラリと見えた風景〕のも、この温暖化対

策のひとつなのである。

アムステルダム周遊記 (10月 5 日)

末康雅也

ライデンを後にしたパスは朝霧でしっとり

とした平坦な田園地帯をしばらく走ってスキ

ポール空港の裏手から林の続くアムステル

ノξ ー ク を抜けて大きな木製の風車の横に停

まった。近くには野外でスケッチをする レン

プラントのプロンズ像が立っているほかは自

然のままで湿地帯の外れの池には羽の黒い鴨

が遊んでいた。悠4 と水の流れるアム ステノレ

川に沿って走って停車したところはオラ ンダ、

名物の木靴の製造所で、製造工程を観覧する 。

アムステルダム市内で、最初に訪れたのは国

立ゴッホ美術館であった。限られた時間で

あったがゴ ッホの画風の変化と色彩の移 り変

かった。

ゴツホ美術館の斜め向かし、のダ、イヤモ ンド

研磨工場をみてから「アンネ・フランクの

家j に向かった。プリンセス運河に面した こ

の家は1635年に建て られたもので、今は急峻

な階段を見物客が途切れることなく塗ってゆ

くが、隠れ家だった時には限られた人達だけ

が窓を閉ざしてひっそりと暮らしていたので、

そのストレスは測り知れないものであったと

想う 。

屋外に出て空を仰ぐと青空はまぶ、しく、ア

ンネが屋根裏の古い慾から眺めて慰められた

とし寸西教会(ユダヤ人にとっては異教だ

が)の塔をみることができた。この塔の先端

に輝いている王冠は神聖ローマ帝国皇帝マキ

シミリヤン 1 世がアムステルダム市の紋章と

して使用を許したものと聞いた。

午後は 「レンプラ ン トの家」を訪れた。 16

06年に建てられた家をレンプラ ン トが 1639年

に購入した後に破産するまでの凡そ20年間に

この家にアトリエを持って画業に励んだと云

われているが、エッチングに使った器具が展

示されているように、ここにはエッチングの

作品が多数収蔵展示されている。 自画像の細

い線は顔に立体感を出すことに成功してさな

がら肖像写真のように見事なものであった。

見学を終えて近くの橋の上に立って運河を

眺めるとモ ンテルバー ンス塔が彼方に建って

いて港街らしい風景であった。パスに乗りこ

み秩日和のアムステル夕、、ム市街に名残りを惜

しみつつスキポール空港に向かった。 搭乗手

続を済ませ、出国ゲートの所でライデン、デ

ンハーグ、ゴーダ、コーリ ンヘム、 アムステ

ルダ、ムと 3 日間お世話になったガイ ドの中江

さんに見送られて出国手続をしてボーディン

グゲートに集まった頃はすっかり日が暮れ月

が輝いていた。
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日本薬学会第116年会〈金沢〉
薬史学部会

3 月 28 日(木) 金沢大学工学部

(薬の発展および薬業史)

1.伝統売薬「ウルユス」 の研究

大阪大薬:前平由紀ほか

2. 緒方洪庵の薬箱とその生薬 (2)

「将軍J および「規那J について

大阪大薬米国該典ほか

3 . 近代日本医薬品産業の発展(その 11 )

製薬企業のいわゆるプロパーからMRへ

日本薬史学会:竹原潤ほか

4. 近代春日村における薬草流通について

森の文化博物館:高木朋美ほか

(薬学教育史)

5. 明治時代の薬学教育 北陸地方の部

日本薬史学会 : 小山鷹二

6. 第二次大戦後の日米築学の比較 (5 ) 

一一一般教育を中心に一一

昭和大薬:金庭延慶

(薬業法制史〉

7. サリドマイド事件とスモン事件の裁判上

の和解について

日本薬史学会:末松正雄

(研究、技術史)

8. 医療品の偏光顕微鏡分析と渡辺厚先生

昭和大薬塩原仁子

9 ふぐ毒研究史補遺 : Eykmanのふく、毒研究

報告について

日本薬史学会:末広雅也

10. í草木図説」 の薬用植物について

日野製薬:山口茂治ほか

(その他)

11. 国宝薬師如来と薬萱

名波大薬:奥田潤

13:00- 薬史学部会シンポジウム

テーマ : 北陸の薬史

- 石川の医薬文化史

多留淳文

・ なぜ、富山に売薬業が起こったのか

一反魂丹の謎一 難波恒雄

.富山の薬業における洋薬の受容

大橋清信

・明治初期金沢における新興薬舗主の軌跡

徳久和夫

・金沢大学薬学部130年史

山本譲

O~~~~~~~~~~~~---~~-----------------o 

第 5 回医薬史蹟を訪ねる旅 〈中国〉お知らせ

本会主催の「医薬史蹟を訪ねる旅j も第 5

田を数え、次回は中国と決まり ま した。

今日までに、社会主義中国として不可欠な

中国側接待責任者として『中国薬学会薬学史

専業委員会主任 ・ 馬継輿教授』が引き受けら

れ、学術実務実行単位及び責任者として『中

国中医研究院中国医史文献研究所所長・鄭全

生副教授』が勤められることを決定されまし

Tこ。

-10 

数千年の歴史のある中国ゆえ、参観に限り

はありますが、 豊かな内容になる筈です。未

だ航空運賃などの決定もないため、費用の計

算や細かし、点は未定ですが、コースの概要は

既に中国側と何度か検討のやり取りを済ませ

ております。

募集パンフレットは 3~4 月に作成されま

す。奮ってご参加下さい。



1995 (平成 n 年度秋季講演会 (共立薬大) 会場 ( 11 月 11 日 )

第33回国際薬史会議(ストックホルム)ご案内

1995年 9 月 25 日よりフランス ・ パリで開催された第32回国際薬史会議にひきつづき 、 第33回

の国際薬史会議が下記のように明1997 (平成 9) 年初夏に開催されますので、ここに第 l 報を

掲載いたします。

The 33RD International 

Congress for the 

Histroy of Pharmacy 

Stockholm / SWEDEN 

とき : 1997年 6 月 11"-' 14 日

ところ : ス ト ックホルム 、 スウェーデン

内 容 : 薬剤の発展、生薬学の発展、臨床実践の発展

薬物分析の発展、地域薬学の発展、その他

第 2 回案内を希望される方は、 大会事務局に、 氏名、所属、 住所、 郵便番号、園名 、 電話番

号、ファックス番号を記して郵送またはファックスするように案内されていますが、 日本薬史

学会経由でも申し込めますので、関心のある方は本会事務局にご連絡下さい。

The Swedish Academy of Pharmacetical Sciences P.O. Box 1136, S-111 81 Stockholm, Sweden 

Telefax: (46) 8 20 55 11 
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1995年 1 1 月 0 8 自

程 Jr 5 回 医薬史蹟を訪ねる旅(中国保〉スペース

月日曜 都 市 名 発着時間 話E後関 f商 要

1996年土月 成~t 京回 ((発着) ) 10: 00 JL-781 成着後田、よ市り(内天目本安観自光門定広笠場利用・ にて北京へ1 I 10 !'l 12 日 13: 15 
c:t.) 故宮得物院等)

[北 京泊]

2 10月 13日 j滞ヒ 在京 終日 パス 郊外観光(万文里はの自長由行城動・ 明の十三媛等)(日)
[北 京泊]

3 10 月月 14 日 j滞ヒ 在京 午午後前 轟華麗噛議時輪組(!'l ) 

夜

4 10火月15 日 j杭t 高[喜j 08 ・ 30 CA-1509 国着後内線、(市EにE湖内て杭観遊州覧光に移動()() 10:05 
.~冷印社・霊隠寺・杭中山公園等州) 

[泊]

5 10(水月1) 6 日 杭滞 州在 午午前後 胡市慶内見余(堂学:rr.薬港庁公及園び・ 薬保史叙塔樽物・館飛見来学峰等)
[杭 州泊]

6 10木月17 日

富 州安 (( 州着発l 午前 間着園後内包泉線、にホ. ïてテV西ル時安へ見へ学移動(*) 16:45 XO-9504 
18 ・ 50

[西 安泊]

7 1 0(金月1) 8 日 西 安 午午後前 険秦西皇儲中樽医物学事館完医見学史樽物館見学
[西 安治]

8 10土月19 日 西 安 終日 バス 耀県往復、孫思必故郷 (薬玉山 ・孫家源)
c:t.) 

[西 安治]

9 10月 20日 西成 事{喜j 07:40 州-2401 着国後内航、(空市武機内(開観に司て光・ 成社都甫草へ移堂動・ 都t工纏 ・ 望[成江倭公園等都) (日) 08: 55 

泊]

10 10 月月218 成滞 在都 午午前後 E成都E池中薬医物輸交易政市場博物見学館 鰍時震学(!'l ) 
都泊]

11 10火月22 日 成上成 都海 f 都発着) ) E王建21墓呪・霊文殊長段長上見;学毎ゆ動(j() 13 ・ 40 SZ-4501 
15: 30 

[上 ;毎 f白]

12 10水月23 日 上滞 J在母 午午後前 童上海図中春堂医学中慌薬医店見史学情物館見学
(7l<) 

[上 ;毎泊]

13 10木月24 白 国通玉間関仏手寺皐続見に学てき終一路了帰後国、解の途散へ(*) JL -792 
回 18:00

実航空機のスケジュールは全て 1995年度のものを参照しております為、発着便名 ・ 発着時間等変更になると恩われます。
貴E見I也事情・克直機関の都合により時J雌びにあ車機関旅程の一部は余儀なく変更になる場合もございますのでご了承下さし 、
[宿泊ホテル]各都市スーベリアクラス[食事条件 ]全食付き

。
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